
　
軽
症
者
の
救
急
車
・
救
急
病

院
の
不
適
正
利
用
が
増
え
て
い

ま
す
。
救
急
医
療
を
必
要
と
す

る
人
の
た
め
、
適
正
利
用
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
日
頃
の
心
が
け
】

①�

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

②�「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う

③�

本
当
に
必
要
な
と
き
に
は
救

急
車
や
救
急
医
療
機
関
を
利

用
し
ま
し
ょ
う

【
不
適
正
利
用
例
】

×
夜
は
空
い
て
い
る
か
ら

×
日
中
は
仕
事
で
忙
し
い
か
ら

×�

救
急
車
は
早
く
病
院
に
着
け

る
か
ら

×�

タ
ク
シ
ー
は
お
金
が
か
か
る
か
ら

【
夜
間
・
休
日
の
当
番
病
院
】

○
山
梨
医
療
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.yam

anashi-
iryo.net

○�

峡
北
消
防
本
部
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

�

☎
2
2
‒
8
1
8
1

○
山
梨
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
2
4
‒
4
1
9
9

※�

当
番
病
院
へ
電
話
を
し
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

救
急
医
療
を
必
要
と

す
る
人
が
い
ま
す

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
安
心
な
も
の
に

国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

●
届
出
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
・・・

《
加
入
す
る
と
き
》

　
資
格
が
発
生
し
た
時
点
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

《
脱
退
す
る
と
き
》

　

国
保
税
が
課
税
さ
れ
る
ほ
か
、

う
っ
か
り
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
し
ま
う
と
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証

【
う
ぐ
い
す
色
】を
郵
送
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
、
3
月
31
日
ま
で
で

す
。
4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る

保
険
証
を
3
月
末
ま
で
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
次
の
方
は
ご
注
意
を

①�

4
月
2
日
以
降
に
75
歳
に
到
達

す
る
方

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
誕
生
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

②�

右
上
に

と
表
示
の
あ
る
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
4
月
2

日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日（
誕

生
日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月

の
末
日
）ま
で
が
、
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
方
で
退
職
被
保
険
者

　
春
は
、
入
学
や
就
職
な
ど
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
国
保
に
加
入
す
る

と
き
や
脱
退
す
る
と
き
な
ど
は
、
必
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
変
更

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
事
案
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
先
に
65
歳
に
到
達
す
る
場

合
は
、
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同

日
ま
で
が
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
、
誕
生
月
の

末
日
以
降
も
同
じ
保
険
証
を
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

●
学
生
へ
の
保
険
証
の
交
付

　
修
学
の
た
め
、
他
の
市
区
町
村

に
住
む
場
合
は
、
4
月
1
日
以
降

に
在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
が
な
い

と
保
険
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
こ
の
保
険
証
を
交
付
さ

れ
て
い
た
方
が
卒
業
し
た
場
合

は
、
た
だ
ち
に
保
険
証
を
返
還
し
、

国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
」を

受
け
ら
れ
る
方
へ

　

国
保
が
使
え
る
治
療
の
対
象

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

医
師
や
柔
道
整
復
師
に
骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
な
ど

（
肉
ば
な
れ
を
含
む
。）と
診
断

さ
れ
、
施
術
を
受
け
た
と
き
。

※�

骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
、

緊
急
時
以
外
は
あ
ら
か
じ
め
医

師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

②�

骨
、筋
肉
、関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み

で
、
そ
の
負
傷
の
原
因
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
き
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課 

国
保
医
療
担
当

�（
内
線
1
2
7
～
1
2
9
・
1
3
7
）

届出が必要なとき 必要なもの

国
保
加
入

他市町村から転入したとき 転出証明書

勤務先の健康保険をやめたとき 健康保険喪失証明書（又は退職証明書等）
・年金手帳

健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなった証明書
・年金手帳

子どもが生まれたとき 出生証明書・保護者の口座がわかるもの
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
喪
失

他市町村へ転出したとき 国保の保険証
勤務先の健康保険に加入したとき

国保と勤務先の健康保険の両方の保険証
健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき
保険証・故人と喪主の確認ができるもの
喪主名義の口座がわかるもの・喪主の印鑑
※葬祭費の支給申請ができます。

生活保護を受けるとき 保険証・保護開始決定通知書

そ
の
他

住所・氏名・世帯主などに変更があった
とき 国保の保険証

修学のために、他市町村に転出するとき 国保の保険証・在学証明書・印鑑
保険証をなくしたり、汚れて使えないとき 本人確認できるもの・印鑑

◆次のような場合は、届出を忘れずにお願いします！

82017.3

国民健康保険


